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な し
(平和を重んじ、戦争を憎んで、
堅く身を持してまいりました)
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X諸国の人々に対して多大の
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豊!症を与えました。国
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もに、犠牲となつた方々に謹
んで哀悼の意を表します

な し

戦争の反省を踏ま
え、不戦の誓いを
堅持

な し

な し

戦争の惨禍を決し
て繰り返さない

戦争の惨禍を、三度と
繰り返さない。この誓
いは、令和の時代にお
いても決して変わる
ことはありません
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山仕事（８月８～１０日 大平） 

 
 
 
 
 
 
 

 

きれいになった茶園 
 

茶園を覆う草々々 

囲炉裏を囲んでの夕食 あぜ草を刈りました。 

桜の枝切 
 

草をぬき、つるをとる 


